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						上田駅から徒歩で１０分弱。重要文化財として登録される常田館製糸場があります。

現笠原工業の構内に現存する１５棟の製糸場時代の建物のうち７棟が重要文化財に指定されています。現在は、製糸業は終了し、他事業へ転換していますが、当時の建物を倉庫として使用されているようです。その為、予約なしで見学できるのは、「五階鉄筋繭倉庫」「三階繭倉庫」「五階繭倉庫」の三つの建物のみとなっていました。





入口付近、常田館製糸場の概要が書かれた看板には、

群馬県富岡製糸場は、「国営」の模範工場として「フランス式」の製糸が行われた。対して、常田館など、諏訪・岡谷では「民営」で「イタリー式」の製糸が行われた。

といったことが書かれています。



富岡製糸場など、群馬の製糸業と比較するのも面白いなと思いました。
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